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1．背景と研究目的 

本研究は実地研修の一環として実施したものである。これまでに呉須の着色金属であるマンガン、

鉄、コバルトの陶片釉薬中での組成比を比較研究中、西アジアの陶片の中から、目視によるコバルト

ブルー色絵付け部分の表面からの分析で、コバルトを含まず銅を多く含む陶片を見出した。１）一方、

同じ陶片の異なる部分ではあるが断面部分を微小部蛍光 X線分析で調べたところ釉薬と素地界面付近

にコバルトがわずかに存在していることが判った。そこで今回、異なる陶片ではあるが、表面からの

分析ではコバルトの存在が確認できなかった陶片の釉薬断面の XRD 分析を行い、釉薬内で銅、コバル

ト、鉄がどのような状態で存在しているのかを評価した。 

 

2．実験内容 

測定は BL8S1 で、波長 0.863Åの条件で行った。

陶片は試料台に平行にセットし、陶片断面にシンク

ロトロン光を照射した。試料φ軸を回転させて入射

角を 15°とし、入射角固定の 2θχスキャンを行っ

た。高さ方向のビーム幅を 0.2mm とし、釉薬表面か

ら素地境界部までを 0.2mm 間隔で測定を行い、結晶

構造を調べた。 

 

3．結果および考察 

図 1に XRD の測定結果を示す。釉薬断面の表面か

ら 0.2mm 毎の XRD スペクトルである。釉薬表面は、ガ

ラス相によるスペクトルで結晶によるピークが観察されない。0.2mm 位置で石英(SiO2)の高温相である

強いクリストバライトによるピークが観察され、マグネタイト(Fe3O4)、石英、酸化銅(Cu2O)のピーク

についても観察された。素地界面近傍の 0.4mm 位置ではヘマタイト(Fe2O3)のピークが観察された。 

これらのことより釉薬表面より 0.2mm 付近で石英、マグネタイト、酸化銅の結晶が生成し、0.4mm の

素地付近ではマグネタイトが存在していることがわかった。 
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図１．陶片釉薬断面の XRD スペクトル 


